
＊子ども学特別演習(阿南) 

 

授業科目 ＊子ども学特別演習(阿南) 実務家教員担当科目 - 

単位 2. 履修 必修 開講年次 2 開講時期 通年 

担当教員 阿南 寿美子 

授業概要 

この科目は、子どもや保育に対する理解を体験を通して深め、将来の保育者としての実践力を身につけ

ることを目的としています。また、「人間関係形成・社会形成能力」を高めるために、少人数制の演習

で、ゼミ毎に授業を行います。特に、絵本の読み聞かせの技術を身につけ、実習などで活用できるよう

に学んでいきます。なお、2 年次「子ども学特別演習」につながる科目です。履修カルテを用いて、2

年間(3 年間)の学修の見通しを立てます。 

前期では主に人間関係を深める活動を中心に学びます。大学での学びを支え合う仲間と共に、絵本の選

び方を学んだり、保育職について現場の方の話を伺ったり、保育への学びの動機付けとなるような学習

を少人数のゼミで行います。後期では、大学祭への参加や主に絵本やお話しの読み聞かせの技術向上の

ための活動を行っていきます。 

授業形態 演習 
 

授業

方法 

学年全体の授業、ゼミ毎の授業と授業回によって異

なりますので、スケジュールを確認しましょう。 

学生が達成すべき行動目標 

標準的

レベル 

１．子どもや保育への理解を体験によって深め、保育の学びに対するモチベーションを高める 

２．少人数集団の中で、自己の役割を見出し、他者と協同しながら、行事の企画遂行ができる 

３．保育職に必要な「子ども観」「保育観」を身につけ、卒業後への見通しを持てるようになる 

４．保育における遊びやおはなしの重要性を理解し、実践することができる力を身につける 

 

●ゼミ活動に積極的に関わり、行事で自己の役割を見出し、仲間との協調を深められるようになりまし

ょう。 

理想的

レベル 

ゼミ活動においては、相手の意見を聴いて自分の考えを正確に伝え、自己の役割を果たしつつ他者と協

同して行事を成功に導くことができる。また、体験を通して学んだことを他の授業内容の理解に活かす

だけでなく、自己課題として受け止め、実習やボランティアなど様々な場で積極的実践的に活かすこと

ができる。 

評価方法・評価割合 

評価方法 評価割合（数値） 備考 

試験   

小テスト   

レポート 20%  

発表（口頭、プレゼンテーション） 30%  

レポート外の提出物   

その他 50% 
ゼミ内での発言や質問など積極的な授業

への参加態度 

カリキュラムマップ（該当 DP）・ナンバリング 

DP1 - DP2 - DP3 - DP4 〇 DP5 - 
ナンバリン

グ 
CH21402J 



＊子ども学特別演習(阿南) 

 

学習課題（予習・復習） 
１回の学習目安

（時間） 

予習として、1 年生前期で受講する授業のシラバスを読んでくる 

復習として、履修カルテを記入する 
1 

授業計画 

第 1 回 

テーマ：授業ガイダンス 

授業についての説明を行い、担当者を紹介します。 

「履修カルテ」を用いて、2年間の保育科の学びの全体像を知り、1年生前期の学修の見通しを立

てます。 

後半の時間では、ゼミに分かれて顔合わせを行います。 

テキスト なし 

参考図

書・教材

／データ

ベース・

雑誌等の

紹介 

ゼミ活動でそれぞれ紹介します 

課題に対

するフィ

ードバッ

クの方法 

授業内で出される課題については、各担当の先生方がチェックします。必要な場合は各自にコメン

トを行います。 

学生への

メッセー

ジ・コメ

ント 

絵本やおはなしに関する活動が度々あります。 

絵本の紹介など、普段から子どものおはなしに興味を持ちましょう。1号館 4階にある「絵本の部

屋」や図書館などで調べておきましょう。 

常に「子ども」「保育」「遊び」などに関する書物、新聞、ニュースに関心を持ち、情報を蓄えてお

きましょう。 

ゼミ活動は、学生の皆さんが「学びたいこと」を実践する場です。保育を学ぶ皆さんが、保育の実

践力向上のためにゼミでやってみたいことなどがあれば、積極的に提案していきましょう。 

学ぶ内容によっては、学外で授業を行う場合があります。スケジュールや事前の準備などを確認し

ましょう。 

 


